
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会

（
日
管
協
、
塩
見
紀
昭
会
長
）

は
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
〝
預
か

り
資
産
〟
で
あ
る
賃
貸
建
物
そ

の
も
の
の
資
産
性
引
き
上
げ
を

図
る
た
め
、「
賃
貸
住
宅
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
主
任
者
」
認
定
制
度

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

（
関
連
記
事
、
３
面
に
）

ハ
ー
ド
理
解
す
る

人
材
育
成
を
強
化

　

東
京
・
明
治
記
念
館
で
６
月

14
日
に
行
わ
れ
た
日
管
協
会
員

総
会
本
部
委
員
会
等
活
動
報
告

の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
来

年
６
月
に
新
制
度
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
法
は
「
建

物
の
維
持
・
保
全
」
を
「
管
理

業
務
」
と
定
義
。
人
口
減
や
環

境
面
な
ど
を
背
景
に
し
た
ス
ト

ッ
ク
社
会
化
を
に
ら
み
、
建
物

構
造
や
設
備
機
器
な
ど
技
術
に

強
い
人
材
育
成
も
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
日
管
協
は
、
入
居

者
対
応
と
建
物
管
理
の
ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
を
「
賃
貸
住
宅
管
理

の
両
輪
」
と
位
置
づ
け
、
新
制

度
で
①
建
物
へ
の
必
要
最
低
限

の
知
識
②
内
外
装
・
設
備
な
ど

専
門
業
者
へ
の
外
注
に
つ
い
て

適
切
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で

き
る
知
識
―
―
を
き
ち
ん
と
保

有
す
る
人
材
を
幅
広
く
育
成
・

輩
出
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
資
産
と
同
時
に
町

並
み
形
成
に
も
関
わ
る
社
会
資

本
と
し
て
建
物
の
維
持
・
管
理

を
強
化
、
良
質
ス
ト
ッ
ク
づ
く

り
に
つ
な
げ
ま
す
。
来
年
６
月

の
制
度
ス
タ
ー
ト
へ
年
内
に
も

研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

11･

４
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

市
況
の
今
後
、
予
測

�

日
管
協
大
阪
府
支
部

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
（
影
山

真
由
美
支
部
長
）
の
「
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
11
月
４
日

（
金
）
午
後
３
～
５
時
、
梅
田

・
阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
26
階
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
信

頼
管
理
業
者
の
選
び
方
」
を
改

め
て
伝
授
。
不
動
産
市
況
ア
ナ

リ
ス
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
88
主

宰
の
幸
田
昌
則
氏
を
迎
え
今
後

の
不
動
産
市
況
を
分
析
・
予
測

す
る
予
定
で
す
。

関
西
経
済
復
権
へ

万
博
が
起
爆
剤
に

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太

田
卓
利
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
は
６
月

24
日
の
拡
大
幹
事
会
で
、
大
阪

観
光
局
理
事
長
の
溝
畑
宏
氏
を

招
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
同
氏
は
「
２
０
２
５
大
阪

・
関
西
万
博
を
経
済
活
性
化
の

起
爆
剤
と
し
30
年
度
に
世
界
最

高
水
準
の
観
光
都
市
へ
」
と
の

大
阪
・
関
西
復
権
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
提
示
、「
大
阪
・
関
西
か

ら
日
本
を
元
気
に
」
と
の
気
運

が
自
然
と
盛
り
上

が
り
熱
量
あ
ふ
れ

る
久
し
ぶ
り
の
リ

ア
ル
会
議
に
な
り

ま
し
た
＝
写
真
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク

金
沢
に
事
例
訪
ね

充
実
し
た
１
日
に

日
管
協
兵
庫
県
支
部

　

日
管
協
兵
庫
県
支
部
（
松
本

智
支
部
長
）
は
９
月
22
日
、
今

年
度
第
２
回
研
修
会
と
し
て
、

金
沢
市
に
日
管
協
石
川
県
支
部

会
員
の
ク
ラ
ス
コ
（
本
社
・
金

沢
市
、
小
村
典
弘
社
長
）
を
訪

ね
、
同
社
の
事
業
実
例
な
ど
を

視
察
し
学
ぶ
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
県
外
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
は
３
年
ぶ
り
で
す
。

　

ク
ラ
ス
コ
は
Ｄ
Ｘ
ノ
ウ
ハ
ウ

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
不
動
産

業
者
向
け
業
務
支
援
や
Ｆ
Ｃ
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
で
も
実
績
十
分
。

当
日
は
８
会
員
15
名
が
参
加
、

午
後
１
時
に
同
社
を
訪
ね
６
時

ま
で
じ
っ
く
り
視
察
（
写
真
）

し
た
後
、
６
時
半
か
ら
は
懇
親

会
も
。
久
し
ぶ
り
の
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
、
参
加
者
は
「
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
業
務
効
率
化
は
管
理
会
社
に

と
っ
て
も
最
優
先
事
項
。（
ク

ラ
ス
コ
は
）
そ
れ
を
実
現
し
て

機
能
さ
せ
て
お
り
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」。
充
実
し
た

１
日
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

●
建
物
メ
ン
テ
資
格
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト  

●
各
地
で
リ
ア
ル
会
場
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、熱
気
あ
ふ
れ
る

　

毎
秋
恒
例
の
日
本
賃
貸
住
宅
管

理
協
会
主
催
「
住
環
境
向
上
セ
ミ

ナ
ー
」。
オ
ー
ナ
ー
・
入
居
者
・

賃
貸
管
理
会
社
か
ら
自
治
体
ま
で

賃
貸
管
理
に
関
連
す
る
様
々
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
役
立
つ
通
称

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
国
土
交
通
省
「
住
生

活
月
間
」
の
協
賛
行
事
で
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
色

濃
く
出
ま
し
た
が
今
年
は
リ
ア
ル

開
催
が
充
実
し
ま
し
た
。「
賃
貸

住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」
が
全
国
共
通
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

・
相
続
・
法
人
契
約
な
ど
オ
ー
ナ

ー
な
ら
ば
押
さ
え
て
お
き
た
い
情

報
を
厳
選
。
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
６
府
県
支
部
も
10
月
８
日
か
ら

11
月
６
日
に
か
け
開
催
。
各
支
部

独
自
の
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
目

白
押
し
。
久
し
ぶ
り
の
会
場
の
空

気
感
や
熱
気
を
ど
う
ぞ
直
に
感
じ

て
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
４
、

６
面
。
詳
細
の
確
認
は
上
表
右
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
）

2022「住環境向上セミナー」オーナーセミナー開催
公益財団法人 日本賃貸住宅管理協会　主催

国土交通省・地元自治体　後援
日管協近畿ブロック６支部が参加

支部名 開催会場 主な内容

 京 都 府 支 部 
10月８日（土）
13:30～16:10

京都 ･ 四条烏丸 
｢京都経済センター

ホール」

①「生産緑地」の動向
②インボイス制度の解説
の２つの講演が中心

 兵 庫 県 支 部 
10月８日（土）
15:00～17:00

神戸市
「中央区文化センター」

10階1001号室

①業界動向と信頼業者
の選び方②インボイス制
度解説③賃貸借契約電
子化の３部制

 和歌山県支部 
10月15日（土）
10:00～12:00

「ホテルグランヴィア
和歌山」６階
「ルグランＡ」

特別講演「相続相談か
ら不動産信託 ･ 売買仲
介実例」

 滋 賀 県 支 部 
10月23日（日）
13:30～17:00

「草津市立市民 
交流プラザ」 

ＪＲ南草津駅徒歩２分
の多目的市民施設

①消費税インボイス制度
対策② ｢落語｣ で楽しく
学ぶ相続対策の２部制

 大 阪 府 支 部 
11月４日（金）
15:00～17:00

大阪・梅田
「阪急グランドビル」

26階会議室

①業界動向と信頼業者
の選び方②講演「どうな
る！今後の賃貸不動産市
況」の２部制

 奈 良 県 支 部 
11月６日（日）
13:00～17:00

「ホテル日航奈良」
県下最大級のバンケッ

トルーム「飛天」

①業界動向と信頼管理
業者の選び方②「落語」
で楽しく学ぶ相続 ･ 不動
産 ･ 賃貸経営の２部制

※上表は開催日程順で掲載。

賃貸
住宅 メンテナンス主任者
来年６月スタート

ス
ト
ッ
ク
社
会

到
来
を
に
ら
み 

建
物
資
産
価
値
の
維
持･

向
上
目
指
す

ス
ト
ッ
ク
時
代
へ
新
資
格
制
度
が
始

ま
る
（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）

 

リ
ア
ル
会
場
で
〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〟

近
畿
６
支
部
、10
月
８
日
～
11
月
６
日
に

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●兵 庫 県 支 部
●滋 賀 県 支 部
●和 歌 山 県 支 部
●奈 良 県 支 部

令和 4 年

10月1日発行
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拡
大
幹
事
会
に
は
国
土
交
通

省
近
畿
地
方
整
備
局
か
ら
、
田

辺
り
さ
不
動
産
業
適
正
化
推
進

官
、
西
岡
宏
之
建
設
産
業
第
二

課
長
、
山
田
隆
弘
同
課
長
補
佐

の
３
氏
が
来
賓
と
し
て
出
席
、

昨
年
に
続
い
て
官
民
連
携
深
化

に
向
け
た
交
流
機
会
の
場
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、
リ
ア
ル
開
催

な
ら
で
は
の
〝
総
会
の
風
景
〟

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

幹
事
会
冒
頭
で
太
田
ブ
ロ
ッ

ク
長
が
、
幹
事
会
後
に
塩
見
紀

昭
日
管
協
会
長
の
講
演
や
溝
畑

大
阪
観
光
局
理
事
長
ら
の
研
修

会
が
控
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
「（
コ
ロ
ナ
後
の
発
展
に

向
け
て
の
）
関
西
エ
リ
ア
変
革

の
話
に
な
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

東
京
か
ら
駆
け
付
け
た
塩
見
会

長
も
「
将
来
性
の
あ
る
ワ
ク
ワ

ク
す
る
業
界
に
」
と
続
け
ま
し

た
。

　

国
交
省
近
畿
地
整
の
田
辺
推

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
太
田
卓
利
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
長
）
は
６
月
24
日
、
新
大
阪
駅
前
の
ニ
ュ
ー
オ
オ
サ

カ
ホ
テ
ル
で
、
年
次
総
会
に
あ
た
る
６
月
度
拡
大
幹
事
会
と
研

修
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
動
制
限

が
緩
和
さ
れ
る
中
、
幹
部
を
は
じ
め
多
く
の
会
員
が
参
加
、
賃

貸
住
宅
管
理
業
法
全
面
施
行
か
ら
１
年
経
過
し
た
の
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
信
頼
で
き
る
日
管
協
へ
の
発
展
と
「
新
・
賃
貸
管

理
業
」
の
創
造
に
向
け
、
参
加
者
一
同
が
改
め
て
決
意
を
固
め

る
熱
量
あ
ふ
れ
る
総
会
に
な
り
ま
し
た
。（
１
面
参
照
）

進
官
は
、
６
月
15
日
ま
で
に
賃

貸
住
宅
管
理
業
者
登
録
申
請
が

１
２
５
７
社
に
の
ぼ
っ
た
こ
と

を
報
告
、
日
管
協
近
畿
の
支
援

に
謝
意
を
示
し
た
う
え
で
「
２

０
０
戸
未
満
業
者
登
録
促
進
も

あ
り
（
業
法
施
行
１
年
の
）
こ

れ
か
ら
が
本
番
。
ハ
ー
ド
を
含

め
た
よ
り
質
の
高
い
管
理
、
足

腰
の
強
い
業
界
へ
力
強
く
歩
み

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
地
域
に
不

可
欠
な
存
在
に
」
と
述
べ
、
日

管
協
の
今
後
に
も
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。（
右
写
真
上
か
ら
太

田
氏
、
塩
見
氏
、
田
辺
氏
）

　商圏エリアは、本
社・富田林のある南
大阪をはじめ大阪
市内から関西全域
です。修繕施工会社
でありつつも、私自身
が賃貸マンションオ
ーナーでもあること
から、管理会社の立
ち位置を理解するた

めに今回、日管協に入会しました。
　長年の現場経験を活かしたＢｔｏ
Ｂ展開で新規顧客獲得に取り組ん
でいます。最初はいくつかの改修
工事受注から取り掛かり、施工とそ
の後の信頼を獲得し、「安心できる
修繕会社」としての地位を確立、そ
して大規模改修へとつなげる営業、
「ストック型ビジネス」を心掛けてい
ます。
　同時に、人の育成にも尽力して
います。社員の技能アップに加え
て、私自身も関西シーリング工業協
同組合の１級防水施工技能検定
員として次代を担う技能者育成に
協力しています。
　大規模修繕工事は、オーナー所

有マンションの資産価値の維持・向
上には必要不可欠です。適正な時
期に工事を行うことで、建物の経年
劣化を防ぎ、そして建物の寿命も
飛躍的に伸びます。
　他社との差別化を図るため、ＣＰ
Ｍ（クリティカルパス法。工程計画・
管理の１つで限界工程管理手法）
の観点から、（追加費用が出ないよ
うにコストを最適化した）工事を通
して（施工のムダの徹底排除と合
理的な資金計画によって）、オーナ
ーの利益をできるだけ確保できる
提案を心掛けています。その結果、
副次的な効果（修繕工事によって
建物の資産性が見直され入居率
や売却額のアップにつながることな
ど）が理解されます。他社ではまね
できないような、お客様（建物オーナ
ーなど）の要望以上の効果を引き
出すように努めることで安心して契
約を任せてもらえます。
　日管協の活動は現在、コロナ禍
でオンライン研修が中心ですが、近
いうちに会員交流や実践型研修が
再開され実地に参加できるようにな
ることを心待ちにしています。

ストックビジネスで
施工実績が5000件に

　

賃
貸
管
理
で
は
そ
の
業
務

の
性
格
上
、
様
々
な
場
面
で

よ
り
き
め
細
や
か
な
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
女
性
力
が

最
も
輝
く
場
面
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
輝
き
は
増
す
一
方

で
す
。
日
管
協
大
阪
府
支
部

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
長
の
田
中

与
志
子
さ
ん
に
、
女
性
力
の

い
ま
を
聞
き
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

自
分
に
合
う
色
を

　

―
―
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
で
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
。

　
「
10
月
21
日
に
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
リ
ス
ト
の
二
宮
恵
理
子

さ
ん
を
お
招
き
し
て
大
阪
・
梅

田
で
﹃
カ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹄
を

リ
ア
ル
開
催
、﹃
自
分
に
最
も

似
合
う
色
﹄
を
勉
強
し
ま
す
。

部
屋
づ
く
り
に
も
カ
ラ
ー
は
影

響
し
ま
す
。
カ
ラ
ー
の
知
識
は

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
き
て
き
ま

す
」

　
「
管
理
会
社
で
も
女
性
社
員

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
業
務
上

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
場
面
も
多

い
。
ま
ず
は
﹃
自
分
の
こ
と
を

知
る
﹄
の
が
大
事
で
、﹃
自
分

に
合
う
色
﹄
を
考
え
る
こ
と
か

ら
向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
」

　

―
―
自
己
研
さ
ん
。

　
「
自
分
に
似
合
っ
た
服
装
や

お
化
粧
を
身
に
纏

う
と
イ
キ
イ
キ
さ

が
自
然
と
表
情

に
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
行
動
に
つ
な
が

り
仕
事
も
楽
し
く
取
り
組
め

る
。
内
か
ら
元
気
が
出
る
セ
ミ

ナ
ー
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
研
修

を
行
う
際
に
は
事
前
に
様
々
な

こ
と
を
調
べ
勉
強
し
ま
す
の
で

自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」

　

―
―
他
社
と
の
交
流
に
は
い

い
影
響
も
あ
る
。

　
「
刺
激
に
な
る
し
意
欲
ア
ッ

プ
に
も
な
り
ま
す
。
大
阪
市
内

の
情
報
と
か
普
段
つ
か
み
に
く

い
も
の
も
見
え
て
く
る
。
賃
貸

市
場
の
流
れ
は
速
い
。
賃
貸
仲

介
自
体
も
や
る
べ
き
こ
と
が
幅

広
い
。
契
約
や
集
客
の
仕
方
も

い
ち
早
く
流
れ
に
乗
る
た
め
に

変
化
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」

　
「
通
常
の
契
約
だ
け
で
な
く

マ
ン
ス
リ
ー
契
約
や
外
国
人
入

居
へ
の
対
応
、
最
近
で
は
コ
ロ

ナ
禍
を
背
景
に
し
た
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
ニ
ー
ズ
な
ど
様
々
な
要

望
に
応
え
な
け
れ
ば
。
単
に
右

か
ら
左
で
は
ダ
メ
。
多
く
の
引

き
出
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
第

一
に
、
お
部
屋
が
空
く
こ
と
自

体
オ
ー
ナ
ー
様
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
」

　

―
―
﹃
色
を
考
え
る
﹄
も
そ

の
一
環
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
ま
ま

な
ら
な
い
し
、
た
だ
で
さ
え
管

理
業
務
は
﹃
ク
レ
ー
ム
の
窓

口
﹄
で
、
日
ご
ろ
か
ら
大
変
。

楽
し
み
な
が
ら
勉
強
で
き
る
も

の
は
何
か
な
い
か
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
ア
ッ
プ
も
兼

ね
て
の
開
催
で
す
」

　
「
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
は
、
大

阪
府
支
部
企
画
研
修
・
業
務
研

究
委
員
会
所
属
に
な
り
ま
す

が
、
今
回
は
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

主
管
で
開
催
し
ま
す
。
賃
貸
で

は
特
に
細
か
い
配
慮
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
女
性
目

線
は
重
要
で
す
」

﹁
柔
軟
な
理
解
を
﹂

　

―
―
女
性
力
を
生
か
す
。

　
「
そ
う
で
す
。
女
子
力
で
す

ね
。
女
子
力
を
生
か
し
た
細
か

い
配
慮
が
行
き
届
い
た
業
務
、

こ
れ
を
い
か
に
前
面
に
出
し
て

い
く
か
で
す
ね
」

　
「
こ
の
お
仕
事
を
し
て
い
る

限
り
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
に
所
属

し
協
力
で
き
る
こ
と
は
し
て
い

く
考
え
で
す
が
、
や
は
り
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
は
必
要
で
す
。
若
い

人
に
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
も
ら

わ
な
い
と
。
感
性
も
全
然
違
い

ま
す
し
。
そ
の
た
め
に
も
そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
会
社
に
は
是
非
と

も
柔
軟
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
に
ど
ん
ど
ん

参
加
し
て
も
ら
い
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
日
管
協
に
加
盟
し
、
い
ろ
ん

な
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
を
開
催
し

た
り
参
加
す
る
こ
と
は
、
他
社

や
市
場
の
情
報
も
聞
け
、
す
ご

く
勉
強
に
な
り
参
考
に
も
な
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
持
ち
帰
っ
て

も
ら
っ
て
自
社
業
務
に
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
が
一
番

大
事
な
点
か
な
と
は
思
い
ま
す
」

この人に聞く
田中 与志子さん
日管協大阪府支部
レディーズ部会長

　外壁修繕・防水・シーリング工事の大規模修繕専門会社として2001
年に創業、南大阪・富田林市の本店を拠点に関西圏全域で施工実績
5000件以上と、順調に業績を伸ばすのがミツケンさんです。谷村充功
代表取締役に成長の原動力と同社の強みについて話を伺いました。 N

e
w
新
入
会
員
F
r
e
s
h
訪
問

ミツケン

谷村充功代表取締役

ミツケン
谷村社長

地
域
に
不
可
欠
な
存
在 刺

激
を
業
務
に
活
か
す

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
業
界
に
」

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

拡
大
幹
事
会﹁
新･

管
理
業
﹂創
造
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建
物
の
維
持
・
保
全
に
関
し

て
日
管
協
は
、
オ
ー
ナ
ー
・
入

居
者
へ
の
説
明
能
力
と
と
も
に

「
専
門
業
者
へ
の
工
事
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
能
力
が
不
足
」
し

て
い
る
と
し
「
賃
貸
住
宅
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
主
任
者
認
定
制
度
」

を
新
設
し
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
正
式
に
ス
タ
ー

ト
し
、
６
時
間
程
度
の
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
研
修
を
実
施
、
オ
ン
ラ

イ
ン
試
験
後
に
合
格
者
を
賃
貸

住
宅
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
主
任
者
と

し
て
認
定
し
ま
す
。
研
修
で
は

①
建
物
構
造
②
給
排
水
・
ガ
ス

・
電
気
設
備
③
雨
漏
り
対
応
④

消
防
設
備
・
点
検
⑤
低
層
物
件

外
壁
・
屋
根
劣
化
な
ど
外
部
改

修
工
事
⑤
巡
回
点
検
・
不
具
合

発
見
方
法
⑥
関
連
法
令
点
検
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
―
―
な
ど

の
技
術
基
礎
知
識
を
習
得
。
⑦

入
居
者
や
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
建

物
維
持
保
全
の
問
い
合
わ
せ
に

「
初
診
判
断
」（
一
次
対
応
）

が
で
き
る
⑧
外
注
先
と
同
等
の

会
話
が
で
き
る
⑨
オ
ー
ナ
ー
に

正
確
な
修
繕
報
告
・
対
応
策
を

報
告
で
き
る
⑩
不
具
合
発
見
へ

正
確
な
定
期
建
物
点
検
が
で
き

る
―
―
よ
う
に
し
ま
す
。

　

先
行
し
て
今
年
12
月
６
日
に

東
京
で
座
学
研
修
を
実
施
、
研

修
修
了
者
を
「
効
果
測
定
」
で

考
査
し
、
パ
ス
し
た
者
を
来
年

度
に
合
格
者
へ
移
行
、
主
任
者

に
認
定
す
る
予
定
で
す
。

　

管
理
会
社
従
業
者
だ
け
で
な

く
、
相
談
窓
口
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

や
原
状
回
復
施
工
社
従
業
員
、

学
生
な
ど
誰
で
も
受
講
・
受
験

が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
資
格
制
度

と
し
幅
広
い
人
材
輩
出
を
目
指

し
ま
す
。
人
材
が
多
数
に
の
ぼ

る
ほ
ど
業
界
そ
の
も
の
の
底
上

げ
と
間
口
の
拡
大
に
な
る
と
の

将
来
を
見
据
え
た
考
え
が
あ
り

ま
す
。

　

国
交
省
近
畿
地
整
の
田
辺
り

さ
不
動
産
業
適
正
化
推
進
官
も

建
物
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性

に
言
及
、
日
管
協
の
取
り
組
み

つ
い
て
も
、「
賃
貸
住
宅
管
理

業
務
の
ベ
ー
ス
部
分
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
、
良
質
ス
ト
ッ
ク
形

成
の
根
幹
に
も
つ
な
が
る
。
こ

う
し
た
活
動
が
管
理
業
の
足
腰

を
一
層
強
め
る
こ
と
に
な
る
」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
「
行
事
の
案
内
な
ど
会
員
向

け
各
種
情
報
提
供
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら

メ
ー
ル
配
信
へ
移
行
を
進
め
ま

し
た
」。
こ
う
話
す
の
は
日
管

協
大
阪
府
支
部
副
支
部
長
で
組

織
・
広
報
委
員
長
の
松
尾
充
泰

さ
ん
。
支
部
Ｉ
Ｔ
化
の
状
況
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
な
ら
同
時
に
複
数
人

が
受
信
で
き
る
の
で
、「
よ
り

多
く
に
情
報
を
迅
速
に
提
供
、

共
有
、
省
力
化
で
き
る
。
19
年

か
ら
一
部
導
入
が
始
ま
り
今
年

の
支
部
総
会
（
６
月
13
日
）
か

ら
本
格
運
用
、
基
本
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
完
結
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
け
付
け
は

停
止
し
ま
し
た
」

　

手
間
暇
か
か
っ
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

ら
「
行
事
の
出
欠
な
ど
も
Ｗ
ｅ

ｂ
上
な
ら
参
加
者
リ
ス
ト
と
し

て
生
成
さ
れ
る
」
の
で
事
務
労

力
も
軽
減
。
参
加
人
数
に
上
限

が
あ
る
場
合
な
ど
も
「
制
限
に

達
す
れ
ば
自
動
的
に
申
し
込
み

締
め
切
り
と
な
る
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ら
受
け
付
け
し
放
し
状
態
、
受

信
が
貯
ま
る
一
方
で
し
た
」。

「
各
社
も
す
ん
な
り
対
応
で
き

た
か
？
」
の
問
い
に
も
「
以
前

の
よ
う
に
﹃
Ｆ
Ａ
Ｘ
じ
ゃ
な
い

と
困
る
﹄
と
こ
ろ
は
こ
こ
数
年

で
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
こ
れ
が
第
一
歩

で
す
ね
」。
移
行
は
順
調
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

二
歩
目
は
ど
う
す
る
。「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
で
す
。
大
阪
府

支
部
と
し
て
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

を
昨
年
末
に
取
得
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
会
員
に
各
種
の
案

内
を
告
知
、
ス
マ
ホ
上
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、

当
日
に
そ
の
場
で
入
場
・
参
加

確
認
で
き
る
よ
う
な
運
用
か
ら

取
り
掛
か
っ
て
い
き
た
い
」

　

端
末
（
ス
マ
ホ
）
１
台
で
完

結
し
ま
す
。
た
だ
「
ど
こ
ま
で

（
の
頻
度
・
精
度
で
）
で
き
る

か
は
現
段
階
で
は
未
知
数
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
が
（
要
求
通
り

に
）
使
え
る
の
か
ま
だ
手
探
り

で
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
運
用

に
向
け
て
の
環
境
を
作
っ
て
い

く
」
そ
う
で
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
は
「（
支
部

情
報
化
の
）
目
的
で
は
な
く
業

務
軽
減
の
た
め
。
社
員
各
自
が

専
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
保
有

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
方
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に

届
き
や
す
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
理
由
も
あ
り
ま
す
。
年
内

に
準
備
を
整
え
、
来
年
本
格
運

用
ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
す
。

　

で
は
、
管
理
業
界
全
体
の
Ｉ

Ｔ
化
の
進
展
具
合
は
ど
う
か
。

「
個
人
的
に
は
、
非
常
に
ゆ
っ

た
り
と
し
た
進
み
具
合
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
と
い
う
感
じ
で

す
ね
」
と
し
た
う
え
で
、
Ｉ
Ｔ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
会
社
リ
プ
ロ

ス
社
長
と
し
て
の
立
場
か
ら

「
Ｄ
Ｘ
が
叫
ば
れ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
何
で
も
導
入
し
よ

う
と
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。
ブ
ー
ム
だ
か
ら
と
い
っ
て

安
易
に
飛
び
付
く
必
要
は
な

い
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
「
実
態
と
し
て
運
用
で
き
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
Ａ
Ｉ
導

入
も
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
実

際
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
て
い
る

管
理
会
社
が
あ
る
の
か
ど
う

か
。
そ
も
そ
も
ア
プ
リ
・
ツ
ー

ル
に
し
て
も
実
用
的
な
も
の
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
し
ょ
う
」

と
し
、「
業
務
効
率
化
を
目
指

し
た
ル
ー
ル
の
平
準
化
を
先
に

進
め
る
べ
き
。
そ
れ
が
で
き
て

い
な
い
会
社
が
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め

る
と
余
計
な
部
分
ま
で
不
要
な

ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
か
え
っ
て

コ
ス
ト
増
を
招
く
し
、
Ｉ
Ｔ
破

た
ん
も
あ
り
得
る
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
。

　
「
お
そ
ら
く
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て

い
く
過
程
で
余
計
な
ツ
ー
ル
を

導
入
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気

付
く
の
で
は
な
い
か
。
管
理
会

社
に
開
発
ツ
ー
ル
を
導
入
す
る

の
が
Ｉ
Ｔ
会
社
の
目
的
。
管
理

会
社
は
ア
プ
リ
の
導
入
を
目
的

に
し
て
は
い
け
な
い
。
目
的
は

あ
く
ま
で
業
務
の
改
善
や
効
率

化
で
す
。
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

松
尾
さ
ん
は
最
後
に
「
管
理

業
法
施
行
で
会
員
数
が
増
え
ま

し
た
。
入
会
し
た
の
で
あ
れ
ば

定
例
会
な
ど
に
是
非
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
。
会
員
間
交
流
の

中
で
業
務
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
多
く
発
見
で
き
ま

す
。
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
中

で
の
関
係
づ
く
り
で
す
。
そ
う

い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
」
と
副

支
部
長
の
立
場
と
し
て
行
事
参

加
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい「あの情報」「この情報」、行
政の最新動向などを会員限定で毎週金
曜日にメルマガ配信！　例えば…☆ク
レーム・トラブルの早期解決に向けた
見解と対策をご紹介からひとコマ。「生
活音が気になる」「ゴミの分別が守ら
れない」「無断駐車がある」など、管
理会社からの相談事例を顧問弁護士や
相談員が解説し、その見解と対策など
を盛り込んだ「業務リスク研究シリー
ズ」。☆行政動向・法改正など知りた
い情報をいち早くお届け！　不動産に
関わる最新の法改正や、行政の施策、
統計調査に関する情報はもちろん、管
理業を営む上で欠かせない重要な情報
をまとめ、迅速に配信します。（日管
協会員以外の一般も限定配信分を登録
・無料購読可）

■会員向け日管協メルマガ登録手順
①日管協公式ホームページ
　https://www.jpm.jp/
か右記ＱＲコードで仮登録
②仮登録後、入力アドレス
に本登録用のメールが届くので、メー
ルに記載のＵＲＬをクリック（タッ
プ）、本登録を完了！
※ 全社員一括登録サービスもあります。

日管協ＨＰ「お問い合わせ」から連絡。
　https://www.jpm.jp/contact/

見えてきた
“管理業2.0”

次代の業界を築く

賃
貸
住
宅
メ
ン
テ
主
任
者

　

オ
ー
プ
ン
資
格
で
人
材
幅
広
く

　

日
管
協
は
来
年
６
月
に
新
資
格
「
賃
貸
住
宅
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
主

任
者
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
賃
貸
建
物
の
維
持
・
管
理

・
保
全
能
力
引
き
上
げ
に
よ
る
人
材
育
成
と
管
理
業
の
裾
野
の
拡

大
、
良
質
ス
ト
ッ
ク
形
成
が
狙
い
で
す
。（
１
面
参
照
）

支
部
の

Ｉ
Ｔ
化

来
年
に
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
も

本
部
事
務
所
移
転

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
本

部
は
８
月
29
日
、
入
居
ビ
ル
再

開
発
に
伴
い
事
務
所
を
移
転
し

ま
し
た
。
東
京
駅
・
日
本
橋
口

と
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
大
手
町

駅
・
Ｂ
７
番
出
口
に
そ
れ
ぞ
れ

直
結
、
訪
ね
や
す
く
て
非
常
に

便
利
な
立
地
で
す
。

　
︻
新
住
所
︼
〒
１
０
０
―
０

０
０
５
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

内
１
―
７
―
12
・
サ
ピ
ア
タ
ワ

ー
18
階
（
Ｊ
Ｒ
「
東
京
駅
」
日

本
橋
口
直
結
・
東
京
メ
ト
ロ
東

西
線
「
大
手
町
駅
」
Ｂ
７
出
口

直
結
）▽
℡
０
３（
６
２
６
５
）

１
５
５
５
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６

２
６
５
）
１
５
５
６
（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も
変
更
な
し
）

　

な
お
、
日
管
協
と
同
ビ
ル
に

所
在
し
た
賃
貸
不
動
産
経
営
管

理
士
協
議
会
も
同
日
に
移
転
し

ま
し
た
。
移
転
先
は
、
〒
１
０

１
―
０
０
４
１
東
京
都
千
代
田

区
神
田
須
田
町
２
―
７
―
１
・

Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
神
田
須
田
町

５
階
。
℡
０
３
（
３
５
２
５
）

４
０
２
３
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３

５
２
５
）
４
０
２
４
。

松尾 充泰さん
日管協大阪府支部

副支部長
組織･広報委員長
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家
賃
保
証
の

クク
レレ
デデ
ンン
スス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外外国国人人専専用用

保保証証ププラランン

販販売売開開始始！！



京
都
府
支
部
　
二
つ
の
テ
ー
マ
で

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
る
2
0
2
2

年
「
住
環
境
向
上
セ
ミ
ナ
ー
」

通
称
〝
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
〟。

京
都
府
支
部
は
10
月
8
日
（
土
）

国
土
交
通
省
の
後
援
、
地
元
行

政
の
協
力
を
得
て
四
条
烏
丸
の

「
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
」
内
ホ
ー

ル
で
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が

続
く
中
で
ラ
イ
ヴ
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
会
場
設
定
で
予
定
中
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
」
と
「
生
産
緑
地
」
で

い
ず
れ
も
管
理
会
社
、オ
ー
ナ
ー
、

一
般
市
民
ま
で
が
関
心
を
持
つ
明

日
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
公

認
会
計
士
な
ど
専
門
の
講
師
に

よ
る
解
説
で
す
。
ラ
イ
ヴ
開
催
と

並
行
し
て
後
日
、YouTube

で

配
信
。
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
で
す
。
当
日
は
新

支
部
長
就
任
初
の
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
開
催
と
な
り
安
田
栄
慈

氏
が
挨
拶
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー

開
催
時
に
は
毎
回
出
席
の
京
都

府
や
京
都
市
か
ら
住
宅
政
策
協

力
へ
の
継
続
と
、
行
政
か
ら
の

新
し
い
住
宅
政
策
や
都
市
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

す
。（
1
面
、
6
面
参
照
）

　

☆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度　

２
０

２
３
年
10
月
か
ら
開
始
。
消
費

税
や
地
方
消
費
税
に
お
い
て
適

格
請
求
書
等
の
保
存
方
式
。
同

制
度
に
関
し
て
は
管
理
業
界
も

　

京
都
府
支
部
は
安
田
栄
慈
支
部
長
体
制
の
発
足
以
来
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
続
出
の
日
々
。
行
政
が

街
が
人
が
一
体
と
な
り
新
し
い
京
都
を
維
持
再
生
し
て
い
く
。
若
さ
と
行
動
力
を
看
板
に
す
る
が
、
こ

こ
は
結
果
が
試
さ
れ
る
時
で
す
。
幹
事
会
や
定
例
会
で
新
方
針
を
確
認
し
な
が
ら
秋
一
連
の
行
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
の
塩
見
紀
昭
会
長
が
関
西
を
訪

れ
る
た
び
に
管
理
業
に
課
せ
ら
れ
る
新
提

案
に
接
し
、
管
理
業
は
止
ま
る
所
の
な
い

幅
広
の
業
務
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
秋
一
連
の
京
都
府
支
部
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
注
目
で
す
。
新
鮮

さ
や
独
自
性
、
関
心
度
を
盛
り
込
む
た
め

に
は
新
体
制
の
力
量
が
試
さ
れ
、
期
待
に

応
え
よ
う
と
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
体
制
発
足
後
、
杉
村
元
嗣
事
務
局
長

は
「
本
部
で
開
催
の
会
合
は
じ
め
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
集
ま
り
に
も
出
席
、
た
く
さ

ん
の
人
に
会
い
触
発
さ
れ
た
い
」
と
。
そ

れ
ら
は
次
々
と
実
践
中
で
す
。
安
田
栄
慈

支
部
長
は
櫻
井
支
部
長
時
代
に
本
部
の
会

議
や
全
国
支
部
長
会
議
に
出
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。
勉
強
の
結
果
プ
ラ
ス
若
い
新
組

織
で
「
新
京
都
府
支
部
」
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
秋
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

管
理
会
社
、
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
と
す
る
も

こ
こ
近
年
は
広
く
一
般
の
参
加
も
意
識
。

こ
れ
に
は
京
都
府
や
京
都
市
も
協
力
、
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
や
災
害
対
策
を
含
め
、

参
加
者
へ
身
近
な
報
告
が
で
き
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
支
部
の
〝
官
民
一
体
〟

の
基
本
活
動
で
す
。
注
目
は
コ
ロ
ナ
期
で

の
デ
ジ
タ
ル
開
催
が
逆
に
市
民
参
加
増
と

い
う
皮
肉
な
結
果
を
招
き
ま
し
た
。

　

基
本
活
動
は
会
員
拡
大
だ
が
、
そ
れ
に

至
る
入
会
へ
の
動
機
付
け
へ
の
努
力
に
も

注
目
。
こ
れ
に
関
し
て
国
交
省
近
畿
地
方

整
備
局
の
田
辺
り
さ
氏
が
本
紙
前
号
で
「
業

界
は
よ
り
高
度
な
ス
キ
ー
ム
を
構
築
。
異

業
種
か
ら
の
参
入
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動

き
が
見
ら
れ
る
」
な
ど
と
期
待
を
。
や
り

が
い
の
見
え
る
新
し
い
管
理
事
業
を
想
像

し
入
会
へ
の
具
体
的
動
機
づ
く
り
も
支
部

活
動
の
テ
ー
マ
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
東
京
で
行
わ
れ
る
「
日
管
協
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
へ
の
参
加
。
支
部
で
は
「
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
」
と
し
て
自
由
参
加
に
し
て
勉

強
と
交
流
の
場
に
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

間
、
幹
事
会
や
定
例
会
で
部
会
活
動
の
成

果
と
新
課
題
の
発
見
な
ど
、
筆
頭
副
支
部

長
ら
が
見
守
る
中
議
論
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
建
物
管

理
の
重
要

性
に
つ
い

て
検
討
、

さ
ら
に
デ

ジ
タ
ル
推

進
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
支

部
活
動
の

宿
題
は
幅

広
で
す
。

街
の
話
題

■世界の
都
市
で
普
及 

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

支
部
定
例
会
で
説
明

　

C
O
2
を
排
出
し
な
い
「
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
」
が
世
界
の
街

で
普
及
中
で
す
。
京
都
府
支
部

の
定
例
会
で
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ

せ
て
い
る
（
株
）
L
U
U
P
の

担
当
者
が
利
用
、
活
用
に
よ
っ

て
都
市
の
イ
ン
フ
ラ
化
へ
の
結
び

つ
き
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
普
及
に
よ
る
C
O
2
の
削
減

で
す
。
ボ
ー
ド
の
特
性
を
街
に

機
能
的
に
配
置
、
利
便
性
と
快

適
性
プ
ラ
ス
健
康
面
へ
の
配
慮
な

ど
が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り

も
ま
ず
第
一
に
「
乗
っ
て
走
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　

個
人
所
有
の
場
合
、
区
分
と

し
て
は
原
動
機
付
自
転
車
で
走

行
時
は
車
道
の
端
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
義
務
も
あ
り
、
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
の
申
請
も
必
要
。

Ｌ
Ｕ
Ｕ
Ｐ
の
シェア
リ
ン
グ
事
業
で

の
使
用
と
で
は
少
し
異
な

り
ま
す
。

　
一
見
し
て
格
好
良
く
、
ス

イ
ス
イ
と
乗
り
こ
な
し
た
い

新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
。
Ｌ
Ｕ

Ｕ
Ｐ
方
式
も
合
わ
せ
京
都

の
街
に
似
合
い
そ
う
で
す
。

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」1010
月月
88
日
に
開
催

日
に
開
催

会場の京都経済センター内ホールロビー
安田栄慈支部長

定例会。行政からの出席も

専
門
家
か
ら
詳
し
い
解
説
を
得

よ
う
と
勉
強
中
。
早
速
京
都
府

支
部
も
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に

取
り
上
げ
ま
し
た
。

■住宅
確
保
要
配
慮
者

居
住
支
援
法
人
の
役
割
周
知
へ

　

京
都
府
居
住
支
援
協
議
会
は

こ
の
ほ
ど
同
構
成
団
体
で
あ
る

日
管
協
京
都
府
支
部
（
安
田
栄

慈
支
部
長
）
へ
住
宅
確
保
要
配

慮
者
支
援
に
対
す
る
一
層
の
協

力
を
求
め
ま
し
た
。
居
住
支
援

法
人
は
現
在
23
法
人
。
京
都
府

は
こ
れ
ら
が
さ
ら
に
連
携
を
強

め
、
入
居
弱
者
へ
の
支
援
を
深

め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

居
住
支
援
法
人
と
は
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基
づ
き
居

住
支
援
を
行
う
法
人
で
都
道
府

県
が
指
定
。
指
定
さ
れ
た
支
援

法
人
は
住
宅
相
談
な
ど
情
報
提

供
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

支
援
に
関
し
て
京
都
府
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。「
京
都
府
の

居
住
支
援
法
人
の
紹
介
」
を
ク

リ
ッ
ク
。

京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

■ホテ
ル
の
納
涼
会
中
止
に

　

毎
年
暑
い
時
に
開
く
京
都
府

支
部
の
「
納
涼
会
」
が
コ
ロ
ナ

の
蔓
延
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
毎
夏
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

ゲ
ス
ト
を
招
い
て
楽
し
く
涼
し

く
過
ご
そ
う
と
い
う
予
定
で
し

た
が
残
念
。

■新支
部
長
　
発
進

支
部
全
体
で
協
力
し
て

　

今
夏
の
幹
事
会
席
上
で
安
田

栄
慈
支
部
長
か
ら
「
本
格
的
に

新
支
部
長
と
し
て
活
動
す
る
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
業
法

の
完
全
施
行
に
お
け
る
勉
強
、

電
子
契
約
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
導
入
、
生
産
緑
地
な
ど
勉
強

と
実
践
の
年
と
な
り
、
支
部
運

営
も
本
格
的
な
新
時
代
突
入
の

厳
し
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■正会
員
1
0
0
社
へ
向
け
て

入
会
促
進
へ
日
々
努
力
を

　

会
員
拡
大
は
支
部
に
と
っ
て

永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
幹
事
会

や
定
例
会
で
は
毎
回
入
会
の
現

状
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
定
例
会

で
は
広
報
会
員
拡
大
推
進
部
会

が
直
近
の
数
字
を
発
表
し
ま
し

た
。
22
期
当
時
の
正
会
員
77
社

か
ら
80
社
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
入
会
促
進
へ
努
力
中
で

す
。

多彩な人材で構成。新しい〝管理業〟　目指す　京都府支部
賃貸管理業法を背に広い視野でチャレンジ。知識と行動の一体化

秋、一連のイベントに全力で
若林基道筆頭副支部長

 memo  筆頭副支部長の役割とは
支部を補佐するのは若林基道氏（古くから京都府支部で活動する勉強家）。新体制での筆頭副支部長役で
す。事務局は井上淳志氏の他、4氏が担当しています。万全の人事で活動を継続中。

　 

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

▽
12
時
30
分
受
付
開
始
▽
13
時
30
分
開
会
▽
安
田
栄
慈
京
都
府
支
部
長
が

当
面
の
課
題
を
中
心
に
挨
拶
▽
京
都
府
と
京
都
市
か
ら
来
賓
の
挨
拶
▽
午

後
2
時
10
分
か
ら
二
つ
の
講
演
。
最
初
は
「
生
産
緑
地
に
つ
い
て
」
＝
小

林
悟
氏
（（
株
）
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
社
長
）。
続
い
て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つい
て
」
＝
大
江
孝
明
氏
（
京
都
経
営
代
表
）
▽
17
時
閉
会
。スイスイ街を走る

定例会でLUUPについて説明
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これからはドローンで⾼所の点検調査を！！

ドローンを使⽤する事で

⾼所の点検調査を

低コストで⾏えます！

株式会社 ＳＨＩＮＴＯＭ

https://shintom.com/

正しい知識・技能・空中写真の

基礎知識を学び操縦技能資格を

取得しま���！

ドローンス�ールも開講中！

※天候・許認可上空事情等により

 ⾶⾏できない場合がございます。

国⼟交通省�航空局�管理団体・講習団体

 ⼀般社団法⼈DPCA

（講習団体管理数183団体�2021.9.1�現在）

⼀般社団法⼈�地域再⽣・防災ドローン

利活⽤推進協会

京都北⽀部

京都ドローン�ー�



ニ
ュ
ー
ス
短
信

■近畿
ブ
ロ
ッ
ク

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
舞
洲
で

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロッ
ク
が
主
催

す
る
年
に
1
回
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
。今
年
は
11
月
2
日（
水
）

京
都
府
支
部
を
は
じ
め
近
畿
の

6
支
部
が
参
加
し
て
大
阪
湾
岸

部
の
「
セ
レ
ッ
ソ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

舞
洲
」
で
行
わ
れ
ま
す
。

■近畿
ブ
ロ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロッ
ク
が
主
催

の
第
8
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

10
月
19
日
（
水
）
滋
賀
県
大
津

市
の
「
瀬
田
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
で

行
わ
れ
ま
す
。

■京都
府
主
催
で
も

　

京
都
府
支
部
は
12
月
7
日

（
水
）
に
「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
シ

カ
ゴ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
で
コ
ン
ペ
を

予
定
中
で
す
。

地
元
の
民
間
業
者
と
連
携
し
対
策

　

都
市
部
で
暮
ら
し
た
い
が
経

済
面
で
見
通
し
が
立
た
ず
、
郊

外
へ
移
住
の
傾
向
が
続
く
京
都

の
居
住
事
情
。
こ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
都
市
力
が
劣
化
す
る
と

京
都
市
都
市
計
画
局
が
主
に
な

っ
て
対
策
を
前
に
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
方
針
に
は
地
元
事
業

者
の
協
力
が
求
め
ら
れ
、
こ
の

ほ
ど
事
業
実
施
へ
の
方
策
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

若
い
層
の
定
住
を
応
援

　

若
者
や
子
育
て
世
帯
が
京
都

市
内
か
ら
流
出
の
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
次
代
の
活
性
に
欠

か
せ
ぬ
世
代
の
市
内
居
住
を
促

進
さ
せ
よ
う
と
京
都
市
都
市
計

画
局
が
「
若
者
・
子
育
て
世
帯

の
移
住
・
定
住
促
進
事
業
」
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

目
的
は
若
い
層
が
そ
れ
ぞ
れ

に
応
じ
た
状
況
で
住
み
た
い
暮

ら
し
た
い
〝
京
都
市
内
居
住
〟

へ
の
状
況
を
整
え
る
こ
と
。
そ

れ
に
は
民
間
業
者
と
連
携
し
て

既
存
住
宅
の
再
活
用
・
更
新
を

促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
こ
の
定
住
促
進
事

業
へ
は
市
民
か
ら
の
注
目
が
重

要
と
し
、
情
報
発
信
や
住
ま
い

の
相
談
窓
口
の
充
実
な
ど
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
約
10
万
6
千
戸
の

空
き
家
が
あ
り
、
民
間
事
業
者

や
建
築
の
専
門
分
野
が
参
加
し

て
ア
イ
デ
ア
を
集
結
、
若
い
層

が
住
め
る
住
宅
の
提
供
に
結
び

つ
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
会
員
な
ど
、
既
存
住

宅
の
全
て
に
精
通
し
た
不
動
産
事

業
者
が
協
力
す
れ
ば
若
い
世
代
が

京
都
市
内
に
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

住
宅
確
保
への
道
を
示
せ
ま
す
。

　

日
管
協
京
都
府
支
部
の
定
例

会
に
同
制
度
の
目
的
を
伝
え
協

力
を
得
る
た
め
京
都
市
都
市
計

画
局
、
住
宅
室
住
宅
政
策
課
の
上

田
菜
穂
企
画
係
長
ら
が
出
席
。

内
容
の
説
明
や
協
力
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
京
都
市
は
協
力
を
求

め
る
民
間
業
者
に
つい
て
別
囲
み
の

よ
う
な
資
格
を
伝
え
ま
し
た
。

〝
住
ま
い
の
相
談
〞
新
し
い
場
所
で

　

今
年
6
月
10
日
か
ら
新
し
い
場
所
へ
引
っ
越
し
た「
京（
み
や
こ
）

安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」。
従
来
の
ビ
ル
の
一
室
か
ら
今
回
は
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
「
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館
京
都
」（
京
都
市
）
内
へ
。

京
都
市
の
す
ま
い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
開

設
し
ま
す
。

﹁
京︵
み
や
こ
︶安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
﹂

　

京
都
市
住
宅
供
給
公
社
が
運

営
す
る
市
民
に
密
着
し
た
相
談

の
場
所
と
し
て
、
従
来
か
ら
住

ま
い
に
関
し
た
あ
ら
ゆ
る
情
報

の
受
発
信
の
場
で
す
。
相
談
に

始
ま
り
、
支
援
の
方
策
、
普
及

啓
発
な
ど
業
務
は
幅
広
。
一
口

で
言
え
ば
京
都
市
民
の
住
ま
い

周
辺
で
起
き
る
悩
み
は
プ
ロ
の

人
材
が
解
決
方
法
を
教
え
る
と

い
う
存
在
。
基
本
は
〝
安
心
〟

〝
信
頼
〟
で
す
。

　

そ
の
一つ
「
住
ま
い
の
相
談
」

は
日
管
協
京
都
府
支
部
も
当
初

か
ら
相
談
員
を
派
遣
し
て
協
力

し
て
い
ま
す
。
会
員
は
日
頃
か

ら
市
民
か
ら
の
相
談
に
満
足
い
く

〝
答
〟
を
出
す
た
め
研
修
も
続

け
て
い
ま

す
。
現
在
は

第
一
と
第
三

木
曜
日
の
午

前
に
担
当
者

を
派
遣
。
同

セ
ン
タ
ー
の

企
画
相
談
担

当
係
長
の
東

野
美
稚
子
氏

は
「
日
管
協
京
都
府
支
部
の
担

当
者
と
毎
回
協
力
し
て
話
し
合

い
な
が
ら
文
字
通
り
こ
こ
で
安

心
し
て
相
談
で
き
、
良
い
結
果

に
結
び
つ
く
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
」
と
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
す
ま

い
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

と
し
て
耐
震
か
ら
省
エ
ネ
相

談
、
高
齢
者
の
住
ま
い
探
し
な

ど
相
談
内
容
は
幅
広
で
す
。
そ

の
他
、
京
都
を
中
心
に
各
不
動

産
団
体
の
情
報
も
集
め
ら
れ
、

こ
こ
に
来
れ
ば
京
都
市
の
住
宅

政
策
か
ら
民
間
の
情
報
、
さ
ら

に
、
建
築
、
法
律
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
、
耐
震
化
に
至
る
ま
で

の
情
報
を
集
約
、
来
場
者
に
資

料
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
京
（
み
や
こ
）・
安
心
す
ま

い
セ
ン
タ
ー
」
は
〒
6
0
0

―
8
1
2
7
、
京
都
市
下
京
区

西
木
屋
町
通
上
ノ
口
上
る
梅
湊

町
83
番
地
の
1
「
ひ
と
・
ま
ち

交
流
館
京
都
」
の
地
下
1
階
。

河
原
町
正
面
バ
ス
停
前
下
車
す

ぐ
で
す
。
な
お
、
住
ま
い
の
相

談
に
つ
い
て
は
事
前
に
日
管
協

京
都
府
支
部
へ
。

視点
法の （81）

成人年齢引き下げと賃貸借契約
公益財団法人　日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

民法の成人年齢が改正さ
れ、民法では18歳をもって成
年とするとの規定になっていま
す。この規定は令和４年4月1
日施行です。成人年齢の引き
下げにより、大学に入学する
新規入学者との賃貸借契約
は、新規入学者が18歳に達し
ているため、成人年齢が20歳
と定められていた時代とは違

う取り扱いをしなければなりま
せん。成人年齢の引き下げ前
は、新規入学者の両親の同意
書をもらうか（民法5条1項）、
両親（民法818条3項）と契
約締結をしなければなりませ
んでした。成人年齢引き下げ
後については、新規入学者そ
のものが有効な契約主体とな
るため、父母と契約するので

はなく、新規入学者と契約を
する扱いになります。父母と
契約した場合は、父母との契
約として有効にはなりますが、
本人との契約としての効力は
生じません。その場合には本
人との契約の効力を生じさせ
ようとすると、本人から父母へ
の契約締結の委任が必要とな
ります。

若
い
世
代
の
郊
外
流
出
へ〝
待
っ
た
〞
京
都
市

新
制
度
へ
の
参
加
条
件
と
は
　

　

京
都
市
都
市
計
画

局
が
す
す
め
て
い
る

定
住
促
進
を
目
指
し

た
事
業
。
こ
れ
に
は

民
間
の
業
者
の
協
力

が
不
可
欠
で
、
市
で

は
同
制
度
の
内
容
と

同
時
に
参
加
企
業
へ

の
条
件
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

共
通
の
条
件
は
①
法
令
等
の

規
定
違
反
な
し
。
②
責
任
能

力
。
③
暴
力
団
で
な
い
こ
と
。

④
京
（
み
や
こ
）
安
心
す
ま
い

セ
ン
タ
ー
・
消
費
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
複
数
の
苦
情
が

な
い
。
⑤
講
習
会
に
参
加
。
⑥

京
都
市
内
に
事
務
所
。
事
業
者

に
求
め
る
条
件
は
、「
地
域
の
空

き
家
の
相
談
員
」、「
不
動
産
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
」

が
会
社
に
所
属
。
耐
震
改
修
の

経
験
。
建
物
現
況
調
査
（
イ
ン

ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
）
の
経
験
。
中

古
住
宅
売
買
に
か
か
る
瑕
疵
保

険
の
利
用
経
験
。
買
取
か
借
上

物
件
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て

販
売
ま
た
は
賃
貸
し
た
経
験
。

こ
の
条
件
で
民
間
業
者
か
ら
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

行政とともに

「京（みやこ）安心すまいセンター」

センターへの入り口

■京都
府
支
部
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

﹁
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
へ

　

京
都
府
支
部
は
今
年
11
月
15

日
（
火
）
東
京
で
開
催
の
日
管

協
が
主
催
す
る
「
日
管
協
フ
ォ

ー
ラ
ム
2
0
2
2
」
を
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
し
ま
す
。
対
面
方
式
で

実
施
さ
れ
る
場
合
は
継
続
し
て

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

対
面
式
,
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
可
能
と

決
ま
り
全
20
セ
ミ
ナ
ー
と
特
別

会
員
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
学
べ
る
機
会
で
す
。

　

場
所
は
東
京
都
港
区
の
明
治

記
念
館
で
す
。

お
知
ら
せ

■外国
人
向
け
賃
貸
ノ
ウ
ハ
ウ

荻
野
政
男
氏
が
新
刊

　

日
管
協
会
員
で
長
年
、
外
国

人
向
け
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
研

究
し
て
き
た
荻
野
政
男
氏
が
全

7
章
か
ら
構
成
の
「
外
国
人
向

け
賃
貸
住
宅
ノ
ウ
ハ
ウ
の
す
べ

て
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

著
者
は
日
管
協
の
常
務
理
事

で
（
株
）
イ
チ
イ
の
代
表
取
締

役
。
外
国
人
の
賃
貸
住
宅
入
居

に
関
し
た
長
年
の
実
務
経
験
が

生
か
さ
れ
た
一
冊
で
す
。
難
し

い
と
さ
れ
る
外
国
人
へ
の
効
果

的
な
集
客
、
外
国
人
の
住
宅
事

情
、
最
終
的
に
は
生
活
サ
ポ
ー

ト
に
至
る
ま
で
の
対
処
方
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
荻

野
政
男
氏
は
こ
の
ほ
ど
長
年
の

外
国
人
賃
貸
入
居
に
関
し
た
業

績
が
認
め
ら
れ
国
土
交
通
省
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

荻
野
氏
は
京
都
府
支
部
へ
も
外

国
人
を
対
象
に
し
た
研
修
を
開

い
て
い
ま
し
た
。
A
5
判
２

２
４
ペ
ー
ジ
、
定
価
１
８
０
０

円
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
形
式
で
の

開
催
が
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
Ｉ
Ｔ
シ
ェ
ア
協

の
伊
吹
弘
幸
幹
事
は
、「
リ
ア

ル
を
交
え
て
の
今
回
の
開
催
。

こ
の
ざ
わ
ざ
わ
感
が
な
ん
と
も

言
え
な
い
感
じ
」
と
、
対
面
で

顔
を
見
合
わ
せ
ら
れ
る
〝
当
た

り
前
の
風
景
〟
が
よ
う
や
く
戻

っ
て
き
た
こ
と
に
感
慨
を
交
え

て
あ
い
さ
つ
。
３
部
形
式
の
定

例
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
Ｉ
Ｔ
関
連
会
社
に

よ
る
「
特
別
会
員
プ
レ
ゼ
ン
大

会
」
が
行
わ
れ
た
の
に
続
き
、

第
２
部
で
「
官
民
連
携
」「
遊

休
不
動
産
活
用
」
が
テ
ー
マ
の

講
演
会
を
開
催
。
榎
会
長
が
そ

れ
に
先
立
ち
「
コ
ロ
ナ
が
収
ま

っ
て
き
た
の
で
地
方
で
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
も
盛
り
上
が
っ
た

神
戸
で
開
催
を
」
と
第
１
回
定

例
会
開
催
地
が
神
戸
に
な
っ
た

い
き
さ
つ
を
披
露
。
地
元
会
員

と
し
て
「
会
場
手
配
な
ど
に
尽

力
し
た
」
日
管
協
兵
庫
県
支
部

ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
の
森
田
光

彦
さ
ん
が
「
Ｉ
Ｔ
化
で
当
社
も

残
業
が
減
っ
て
る
。
さ
ら
に
勉

強
を
」
と
続
け
ま
し
た
。

　
「
官
民
連
携
」「
遊
休
不
動
産

活
用
」
の
テ
ー
マ
は
、
①
本
気

の
官
民
連
携
で
日
本
を
元
気
に

～
公
務
員
が
語
る
地
域
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
つ
な
ぎ
方
②
不
動

産
×
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
地
域
活

性
！
～
街
を
盛
り
上
げ
る
遊
休

不
動
産
活
用
の
ヒ
ン
ト
、
の
２

本
。「
官
民
連
携
」
で
神
戸
市

の
長
井
伸
晃
経
済
観
光
局
経
済

政
策
課
担
当
係
長
、「
遊
休
不

動
産
活
用
」
で
ア
キ
ッ
パ
フ
ェ

ロ
ー
の
田
中
大
貴
氏
と
ス
ペ
ー

ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
執
行
役
員
の
高

尾
友
喜
氏
が
演
壇
に
立
ち
ま
し

た
。

　

近
畿
６
府
県
支
部
で
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
の
先
陣
を
切
る
の

が
京
都
府
と
兵
庫
県
で
す
。
と

も
に
10
月
８
日
（
土
）
開
催
。

京
都
府
が
四
条
烏
丸
・
京
都
経

済
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
午
後
１

時
半
か
ら
対
面
で
、
兵
庫
県
が

神
戸
市
役
所
西
隣
の
中
央
区
文

化
セ
ン
タ
ー
10
階
１
０
０
１
号

室
で
同
３
時
か
ら
対
面
＋
Ｗ
ｅ

ｂ
参
加
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
兵
庫
県
支
部
は
、

①
共
通
テ
ー
マ
「
オ
ー
ナ
ー
な

ら
ば
押
さ
え
て
お
き
た
い
業
界

の
最
新
動
向
と
未
来
～
信
頼
で

き
る
賃
貸
住
宅
管
理
業
者
の
選

び
方
」
②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
そ

の
他
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
解
説
③
宅

建
業
法
改
正
に
よ
る
賃
貸
借
契

約
の
電
子
化
に
つ
い
て
―
―
の

３
部
構
成
で
、
共
通
テ
ー
マ
を

松
本
智
支
部
長
が
解
説
。
来
年

10
月
か
ら
始
ま
り
対
応
が
複
雑

な
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
）
の
概
要
と

オ
ー
ナ
ー
へ
の
影
響
に
つ
い
て

飯
島
繁
樹
日
管
協
本
部
次
長

が
、
宅
建
業
法
改
正
に
伴
う
契

約
書
電
子
化
を
深
澤
成
嘉
Ｐ
Ｍ

ラ
ボ
代
表
取
締
役
が
そ
れ
ぞ
れ

分
か
り
や
す
く
読
み
解
い
て
い

き
ま
す
。会
場
定
員
は
50
名（
京

都
府
支
部
の
セ
ミ
ナ
ー
内
容
は

４
面
参
照
）。

　

翌
週
土
曜
日
の
10
月
15
日
は

和
歌
山
県
支
部
で
す
。
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
駅
前
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
和
歌
山
６
階
ル
グ
ラ
ン
Ａ

で
午
前
10
～
12
時
、「
相
続
相

談
か
ら
不
動
産
信
託
・
売
買
仲

介
実
例
」
に
つ
い
て
、
相
続
支

援
に
実
績
あ
る
福
岡
の
三
好
不

動
産
財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
全
国

相
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表

の
江
頭
寛
氏
が
特
別
講
演
で
紹

介
し
解
説
し
ま
す
。
定
員
最
大

80
名
の
対
面
開
催
で
す
。

10
月
23
日
（
日
）
は
滋
賀
県

支
部
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
開
催
で
す
。
Ｊ
Ｒ
南
草
津
の

草
津
市
立
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
５

階
大
会
議
室
で
午
後
１
時
半
～

５
時
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策

と
、
落
語
家
の
林
家
ひ
ろ
木
さ

ん
ら
に
よ
る
相
続
対
策
〝
落
語

講
釈
〟。
お
笑
い
を
通
し
な
が

ら
、
お
か
し
く
楽
し
く
相
続
の

ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
阪
府
支
部
は
梅
田
で
11
月

４
日
（
金
）
午
後
３
時
か
ら
。

不
動
産
ア
ナ
リ
ス
ト
が
今
後
の

市
況
を
予
測
し
ま
す
（
同
支
部

の
内
容
は
１
面
参
照
）。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
の
会
員
と
、
賃
貸
住
宅
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
事
業
者
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
事
業
者
な
ど
１
６
３
社
（
４
月
現
在
）
で
つ
く
る
「
Ｉ
Ｔ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進

事
業
者
協
議
会
」（
会
長
、
榎
和
志
氏
）
は
７
月
12
日
、
神
戸
・
三
宮
で
「
２
０
２
２
年
度
第

１
回
定
例
会
ｉ
ｎ
神
戸
」
を
対
面
＋
Ｗ
ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
、
定
員
い
っ
ぱ
い

50
名
も
の
Ｉ
Ｔ
シ
ェ
ア
協
会
員
が
〝
リ
ア
ル
開
催
会
場
〟
に
詰
め
か
け
ま
し
た
＝
写
真
。

　

毎
年
10
月
の
住
生
活
月
間
に
併
せ
て
行
わ
れ
る
日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
の
秋
恒
例
の
「
住
環
境

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」、
通
称
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」。
近
畿
６
府
県
支
部
も
独
自
の
趣
向
で
役
に
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
２
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
リ
モ
ー
ト
開

催
の
手
法
も
確
立
さ
れ
、
今
年
は
会
場
＋
リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
を
含
め
６
府
県
と
も
対
面

セ
ミ
ナ
ー
が
復
活
、
熱
気
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
本
格
施
行
か
ら
１
年
の
賃
貸
住
宅
管
理
業
法
を
全
国

共
通
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
税
制
や
電
子
契
約
、
相
続
対
策
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
オ
ー
ナ
ー
、
管
理
業
者
だ
け
で
な
く
入
居
者
、
関
連
業
者
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
一
般

市
民
ま
で
誰
も
が
興
味
関
心
の
あ
る
内
容
の
濃
い
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
常
生
活
も

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。
知
識
欲
を
満
た
し
て
く
れ
る
各
地
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、

ど
う
ぞ
気
軽
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。（
１
面
参
照
）

賃貸住宅管理業法
よくある質問、分かりやすく

国交省がＦＡＱ集
　国土交通省は「賃貸住宅管理業
法ＦＡＱ集」をまとめています。
賃貸住宅そのものや受託管理、サ
ブリース、登録申請など賃貸住宅
管理全般と業法に関する用語や疑
問とその回答を網羅しています。
ＰＤＦ形式で閲覧・ダウンロード
可能。今年６月15日版です。手元
においていて損はありません。閲
覧・ダウンロードＵＲＬは、国交
省 https://www.mlit.go.jp/tochi_
fudousan_kensetsugyo/const/
content/001417127.pdf

◇
　国交省は、賃貸住宅管理業法全
般についてフローで見やすく解説
した「賃貸住宅管理業法ポータル
サイト」も開設しています。登録
の流れもひと目で分かるほか、ハ
ンドブックや法令リンク・制度概
要なども網羅し非常に見やすくな
っています。ＵＲＬは、https://
www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_
kensetsugyo/pm_portal/faq.html

久
し
ぶ
り
の"
ざ
わ
ざ
わ
感
"

第
1
回
定
例
会
、神
戸
で
対
面

開
催
ＩＴシェア協

気
軽
に
参
加
、満
た
そ
う〝
知
識
欲
〞

気
軽
に
参
加
、満
た
そ
う〝
知
識
欲
〞

情
報
化
で
連
携
拡
充

誰もが興味･関心ある内容目白押し

オーナーセミナー６府県で次々

　

近
畿
で
ト
リ
を
つ
と
め
る
の

が
奈
良
県
支
部
で
す
。
11
月
６

日
（
日
）
午
後
１
～
５
時
に
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
の
ホ
テ
ル
日
航

奈
良
「
飛
天
」
の
間
で
、
共
通

テ
ー
マ
「
信
頼
賃
貸
住
宅
管
理

業
者
の
選
び
方
」
と
、
相
続
対

策
や
不
動
産
活
用
術
な
ど
を

「
落
語
」
で
面
白
お
か
し
く
、

す
ん
な
り
分
か
り
や
す
く
学
べ

る
〝
高
座
〟
開
催
。
弁
護
士
に

よ
る
個
別
相
談
会
な
ど
も
行
う

予
定
で
す
。
定
員
は
60
名
、
完

全
リ
ア
ル
対
面
形
式
。
滋
賀
県

同
様
、
笑
い
の
中
に
学
び
あ

り
。
大
ト
リ
に
ふ
さ
わ
し
い
セ

ミ
ナ
ー
に
な
り
そ
う
で
す
。
※

写
真
は
リ
ア
ル
形
式
の
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
の
一
例
（
昨
年
行

わ
れ
た
奈
良
県
支
部
セ
ミ
ナ
ー

の
模
様
）

　

オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
問
い

合
わ
せ
は
各
支
部
。
▽
京
都

府　

☎
０
７
５（
２
１
１
）
４

７
７
４
▽
兵
庫
県　

☎
０
７

８（
２
２
２
）
０
８
３
７
▽
和

歌
山
県　

☎
０
７
３（
４
８

２
）
３
７
３
９
▽
滋
賀
県

☎
０
７
７（
５
４
４
）
４
０
５

１
▽
大
阪
府　

☎
０
６（
４
７

０
７
）
７
８
７
７
▽
奈
良
県

　

☎
０
７
４（
２
３
６
）
０
０

０
１
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日
管
協
和
歌
山
県
支
部
が
加

盟
す
る
和
歌
山
県
県
居
住
支
援

協
議
会
内
で
、
現
場
に
精
通
す

る
不
動
産
事
業
者
と
し
て
「
住

宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法

人
」
に
小
切
さ
ん
が
専
務
を
務

め
る
ホ
ー
ム
ズ
は
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。

　
「
相
談
が
最
も
多
い
の
が
精

神
障
害
者
の
自
立
支
援
。
一
人

暮
ら
し
す
る
場
合
、
家
主
や
近

隣
が
迷
惑
と
感
じ
る
ケ
ー
ス
に

至
る
こ
と
が
多
く
入
居
に
は
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

を
突
破
す
る
た
め
行
政
・
福
祉

関
係
者
ら
と
我
々
が
い
か
に
タ

ッ
グ
を
組
ん
で
い
く
か
」
が
課

題
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
個
人
情
報
保

護
が
壁
と
な
り
必
要
な
情
報
が

伝
達
で
き
な
か
っ
た
。
福
祉
・

医
療
ケ
ア
は
で
き
て
も
﹃
住
ま

い
の
ケ
ア
﹄
が
で
き
な
い
。
生

活
全
般
へ
と
目
線
を
広
げ
﹃
一

緒
に
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
ま

せ
ん
か
﹄
と
協
力
体
制
づ
く
り

を
呼
び
掛
け
つ
つ
、
居
住
支
援

法
人
に
も
な
り
地
域
移
行
支
援

グ
ル
ー
プ
に
参
加
」
し
信
頼
を

確
立
し
て
き
ま
し
た
。
思
い
は

「
医
療
介
護
と
賃
貸
住
宅
の
両

分
野
の
架
け
橋
」
で
す
。

　
「
福
祉
現
場
か
ら
居
住
困
難

者
の
紹
介
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
後
の
自
立
を
視
野
に
入
れ
た

地
域
・
社
会
移
行
に
力
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
住
宅
困
窮
支
援

は
空
き
家
提
供
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
解
消
で
あ
り
、
ま
た
入
居

後
も
ト
ラ
ブ
ル
な
く
暮
ら
せ
る

か
が
重
要
。
そ
の
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
家
主
の
不

安
が
解
消
で
き
貸
手
も
増
え

る
。
迷
惑
な
ど
を
未
然
に
防
げ

る
﹃
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
﹄
が

セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
が

居
住
支
援
の
形
で
は
な
い
か
」

と
肝
の
在
り
か
を
語
り
ま
す
。

　

単
に
部
屋
を
用
意
す
る
だ
け

で
は
な
く
、「
自
立
支
援
の
負

担
を
病
院
や
施
設
だ
け
か
ら
地

域
全
体
に
移
行
・
分
担
す
る
。

日
常
と
経
済
面
、
健
康
支
援
の

担
い
手
が
い
て
こ
そ
の
﹃
ホ
ー

ム
﹄（
＝
地
域
）。
家
主
と
不
動

産
業
者
は
低
家
賃
・
立
地
・
入

居
不
可
に
関
す
る
﹃
ハ
ウ
ス
﹄

（
＝
住
戸
）
の
情
報
を
提
供
、

行
政
や
福
祉
関
係
者
に
は
経
済

的
側
面
や
健
康
支
援
を
担
っ
て

も
ら
う
」

　

空
き
家
活
用
も
当
然
検
討
に

入
り
ま
す
。「
築
50
年
の
木
造

ア
パ
ー
ト
を
家
主
と
介
護
事
業

者
の
共
同
企
画
で
居
住
支
援
向

け
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
小
西
ジ

ュ
ー
ル
＝
写
真
）」
し
た
事
例

で
は
、「
空
き
室
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
と
居
住
支
援
の
両
建

て
で
、
改
修
費
用
は
介
護
事
業

者
が
拠
出
、
当
社
が
居
住
支
援

法
人
と
し
て
賃
貸
募
集
。
行
政

や
医
療
関
係
者
・
後
見
人
ら
と

意
見
交
換
な
ど
を
行
い
後
方
支

援
体
制
も
構
築
し
家
主
の
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
い
、「
行
政
や
福
祉
関
係

者
ら
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
地

域
の
実
情
に
通
じ
る
地
域
密
着

業
者
に
と
っ
て
は
、
地
道
と
は

い
え
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
に
も
な
り

得
ま
す
」
と
事
業
効
果
に
も
言

及
し
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
和
歌
山
県
支
部
は
２

月
か
ら
県
空
家
等
対
策
推
進
協

議
会
に
も
参
画
、
賃
貸
住
宅
管

理
業
の
専
門
団
体
と
し
て
空
き

家
の
発
生
防
止
や
ス
ト
ッ
ク
活

用
、
人
口
定
着
化
・
地
域
活
性

化
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
官
民
連
携
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
協
議
会
で
は
「
空
き

家
な
ん
で
も
相
談
会
・
セ
ミ
ナ

ー
」
を
県
内
各
地
で
開
催
。
日

管
協
和
歌
山
も
小
切
さ
ん
と
久

保
良
平
両
副
支
部
長
が
相
談
員

と
し
て
〝
出
向
〟、
家
主
・
入

居
者
の
利
益
を
考
え
な
が
ら
有

効
策
や
打
開
案
な
ど
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
る
居
住
支
援
。
日
本
賃
貸
住
宅

管
理
協
会
は
空
き
家
対
策
の
観
点
か
ら
行
政
な
ど
と
と
も
に

支
援
拡
充
に
積
極
的
で
す
。
日
管
協
和
歌
山
県
支
部
（
東
行

男
支
部
長
）
の
小
切
康
至
副
支
部
長
も
そ
の
重
要
性
に
早
く

か
ら
気
付
き
居
住
支
援
に
奔
走
し
て
き
た
一
人
で
す
。
円
滑

な
支
援
に
は
「
行
政
・
福
祉
関
係
か
ら
の
住
宅
確
保
要
配
慮

者
へ
の
賃
貸
住
宅
入
居
あ
っ
旋
に
と
ど
ま
ら
ず
、
貸
手
が
安

心
し
て
居
室
を
提
供
で
き
る
環
境
と
入
居
後
の
安
定
し
た
暮

ら
し
を
支
え
る
後
方
支
援
も
必
要
」
だ
と
そ
の
経
験
か
ら
得

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

日管協近畿・各支部スケジュール
10・１ 日管きんき（35号）発行

７ 定例会（奈良）
８ 住環境向上セミナー（京都）

住環境向上セミナー・幹事会（兵庫）
13 支部幹事会・定例会（滋賀）
15 住環境向上セミナー（和歌山）
19 近畿Ｂ親睦ゴルフコンペ
20 運営協議会（本部）
21 カラーセミナー（大阪レディース部会）
23 住環境向上セミナー（滋賀）
25 幹事会（近畿Ｂ、和歌山）

11・２ 近畿Ｂソフトボール大会
４ 住環境向上セミナー（大阪）
６ 住環境向上セミナー（奈良）
14 運営協議会（本部）
15 日管協フォーラム2022

日管協フォーラム2022研修（滋賀）
25 幹事会（近畿Ｂ、和歌山）
● 定例会（奈良）

12・１ 全国支部長会議（本部、名古屋）
２ ベンチマーク（本部）
７ 親睦ゴルフコンペ（大阪）
８ 支部幹事会・定例会・忘年会（滋賀）
17 理事会（本部）
● 支部幹事会（兵庫）
● 支部親睦会（和歌山）

１・15 日管きんき（36号）発行
19 運営協議会（本部）
27 幹事会（近畿Ｂ、京都）
● 賀詞交歓会（大阪）
● 支部賀詞交歓会（和歌山）
● 研修会（兵庫）
● 賀詞交歓会（兵庫）
● 支部幹事会（兵庫）
● 新年祝賀会（奈良）

２・16 運営協議会（本部）
28 幹事会（近畿Ｂ、滋賀）

３・16 理事会・評議員会（本部）
● 支部幹事会（兵庫）

※ 京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」。

※●は未定を含む。

小
切
康
至
さ
ん
和
歌
山
県
支
部

　
　

副
支
部
長

｢
後
方
の
体
制｣

整
備
が
不
可
欠

　

空
き
家
活
用
も
当
然｢

視
野
に｣

新
駅
と
Ｉ
Ｃ
設
置
の

交
通
向
上
性
生
か
す

奈
良
市
の
新
都
市
づ
く
り

　

古
都
・
奈
良
市
内
で

Ｊ
Ｒ
線
新
駅
設
置
を
機

に
し
た
新
た
な
市
街
地

整
備
な
ど
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
事
業
構
想

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

奈
良
県
と
奈
良
市
は

人
口
の
呼
び
込
み
・
呼

び
戻
し
や
定
着
と
、
ポ
ス
ト
・

コ
ロ
ナ
を
に
ら
ん
だ
国
内
観
光

客
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入

れ
に
よ
る
観
光
都
市
施
策
な
ど

の
推
進
で
持
続
可
能
な
県
土
・

都
市
づ
く
り
を
行
う
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協

定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ

を
受
け
て
県
は
22
年
度
予
算

で
、
高
架
化
工
事
が
進
む
Ｊ
Ｒ

関
西
本
線
（
大
和
路
線
）
の
奈

良
―
郡
山
間
の
新
駅
建
設
と
予

定
地
周
辺
整
備
と
合
わ
せ
て
40

億
７
５
０
０
万
円
を
計
上
。
市

も
２
０
２
９
年
の
高
架
化
・
新

駅
開
業
に
併
せ
て
の
周
辺
地
区

新
市
街
ま
ち
び
ら
き
を
念
頭
に

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
今
年
５
月
末

ま
で
に
市
民
や
市
内
の
法
人
な

ど
を
対
象
に
基
本
計
画
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
、
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

奈
良
市
中
心
市
街
南
側
に
広

が
る
平
坦
地
「
八
条
・
大
安
寺

周
辺
地
区
」
が
対
象
エ
リ
ア
。

同
エ
リ
ア
内
の
Ｊ
Ｒ
新
駅
付
近

に
、
京
都
―
奈
良
―
和
歌
山
を

結
ぶ
「
京
奈
和
自
動
車
道
・
大

和
北
道
路
区
間
」
奈
良
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
、
仮
称
）

が
設
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
市

は
、「
県
内
で
唯
一
、
Ｉ
Ｃ
と

鉄
道
駅
が
近
接
す
る
交
通
結
節

機
能
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
検
討

し
、
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し

て
オ
ー
プ
ン
な
「
交
通
・
交
流

・
居
住
環
境
に
優
れ
た
賑
わ
い

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
の
同
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

広がる居住支援
トップランナーに聞く

■
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
■

東
京
で
11
月
15
日
開
催

　

日
管
協
は
11
月
15
日
、
東
京

・
明
治
記
念
館
で
協
会
最
大
セ

ミ
ナ
ー
「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

10
回
目
の
今
回
は
３
年
ぶ
り
対

面
形
式
（
遠
方
向
け
に
全
セ
ミ

ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
）。
委

員
会
・
協
議
会
が
全
20
セ
ミ
ナ

ー
で
１
年
間
の
研
究
成
果
を
発

表
。「
必
須
知
識
や
業
務
に
役

に
立
つ
内
容
。
ぜ
ひ
吸
収
し
資

質
向
上
に
つ
な
げ
て
」
と
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
参
加

費
は
１
万
円
。11
月
６
日（
日
）

ま
で
参
加
を
受
け
付
け
中
。
詳

細
・
申
し
込
み
は
日
管
協
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
Ｈ
Ｐ
」
でhttps://

forum
.jpm

.jp/

。

﹁
賃
貸
経
営
管
理
士
﹂試
験

３
人
に
１
人
の
難
関
資
格

　

国
家
資
格
「
賃
貸
不
動
産
経

営
管
理
士
」
試
験
が
11
月
20
日

（
日
）
午
後
１
時
～
３
時
（
１

２
０
分
間
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

四
肢
択
一
・
50
問
で
受
験
料
は

１
万
３
２
０
０
円
（
税
込
）。

会
場
は
全
国
35
地
域
。

　

昨
年
の
受
験
申
込
者
は
３
万

２
４
５
９
名
、
不
動
産
関
係
の

国
家
試
験
で
は
宅
建
士
試
験
に

次
ぐ
受
験
者
数
で
、
合
格
率
は

31
・
５
％
と
３
人
の
う
ち
１
人

し
か
合
格
で
き
な
い
難
関
資
格

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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〒540-0008
 大阪市中央区大手前1-6-8 光養ビル9F

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 

● 大家団体、業界団体での

  セミナー、講演、講座企画 

・・・等、実戦実務広く対応



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（（株）ＴＡＫＵＴＯ内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：y_nomura@takuto-net.com

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：hyogo.jpm@gmail.com

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8007 京都市下京区四条通高倉西入立売西町 82
京都恒和ビル 8F（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp http://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

〝人〟の存在価値を伝える姿勢
　近畿で行われる日
管協の集まりでよく
見掛ける塩見紀昭会
長。熱くてユニーク
な語り口はいつも注
目です。聞く力も伝
える力も備えている
のかその周辺はいつ
も期待感一色に。基
本は努力する会員への目線で「なるほ
どあの人が」と身近に感じられる人物
への思いです。例えば、日管協の会員
で外国人向け賃貸を長年手がけてきた
イチイの荻野政男氏への活動評価と経
緯の紹介です。荻野氏は京都府支部へ
も出向き、外国人向けの講座を開いて
いました。そこには外国人への一途で
ひたむきな姿勢がありました。また、

京都府支部の相談役である長田修氏に聞いた
「歩は金になる」の含蓄ある言葉に感じるとこ
ろありとも。
　会長という立場から多くの人と会う機会も
多く、その中で〝人〟から学び、感じ、再生し
て伝える日々のようです。だから、次はどんな
話題かと期待されているのでしょう。
　管理業法施行、「賃貸住宅メンテナンス主任
者認定制度」の創設へと活動は止まりません。

　管理業を行う専門家集団の〝日管協〟へ入会を。
大変革の時代、自社だけの努力では複雑多岐な社
会を背景にした管理業の継続は難しいとされてい
ます。様々な法律や規制がからむ中での管理業。
日管協へ入会してみんなで勉強していく好機で
す。業界初の賃貸管理業法が施行され、これを機
に入会への流れは加速しています。情報提供の場
も大切と夏期に行われた「賃貸住宅フェア2022」
にもブース出展。
　いま「令和4年度入会促進キャンペーン」を実
施中。近畿の各支部も支部活動のメーンを〝会員
拡大〟としています。この間は入会金16万円が6
万円に減額。この期間の利用をと PR 中で効果も
出てきました。支部の会合でも会員増の結果が報
告されています。
　業法施行で業者の社会的責任も増え、さらに
次々と勉強の機会が出てきています。電子契約へ

の対処、インボイス制度
など、勉強の幅は広がる
ばかり。入会して豊富な
資料、各種のセミナーに
参加して企業の質向上
へ。豊富な人材、スタッ
フが揃っています。入会
への問い合わせは各支
部事務局へ。

●「日管協フォーラム」 11月15日ライブ開催へ。

編集後記編集後記  ��
　賃貸住宅管理業法全面施行から１年が経過しま
した。業法施行を追い風にした入会増もあり影響
力を発揮できる「3000社体制」も目前です。コ
ンプライアンス（法令遵守）が隅々まで行き届い
た信頼団体としての組織基盤拡大実現も間近に迫
ってきました。日管協の現在地です。ならば次の
目的地は？▼「信用です」。塩見紀昭日管協会長
は言い切ります。内装や設備などオーナーや入居
者だけでなく「周辺業者への感謝を忘れず各方面
で信頼関係」を築く。業法施行で時宜は得ました。
管理業界の代表として日管協が信頼産業への道筋
を拓く。みなぎる覚悟、十分感じました。

「2025大阪万博」「2025大阪万博」
身近に感じさせる講師が身近に感じさせる講師が
日管協のイベントに登場日管協のイベントに登場
　身近に迫っている〝大阪
万博〟。市民の間では今ひと
つ盛り上がりが見えません。
そんな中、日管協大阪府支
部会員会社のオーナー会の集まりに地元大阪
市の観光局理事長、溝畑宏氏が招かれ万博の内
容と大阪市内各地のインフラ整備について講
演。それを皮切りに次は日管協拡大幹事会でも
講演しました。溝畑氏は全国区の行政経験者、
説得力も資料も十分。具体的に知りたい大阪の
インフラ整備について市街地整備、鉄道敷設な
どたくさんの資料とともに満足の内容でした。
地元の有力オーナーと密接な関係のある管理
会社にとって良い情報を得る機会でした。

近畿各支部のイベント リアル開催増える近畿各支部のイベント リアル開催増える
〝管理業法〟施行に関心〝管理業法〟施行に関心

　近畿ブロック6支部は5月〜6月の総会を無事
終了後、各支部ごとの事業計画に沿って各活動
をすすめています。コロナがひと段落したこと
もあり、総会は大半の支部が主にホテルを会場

熱
く
発
信
、
行
動
す
る
塩
見
紀
昭
会
長

としたリアル開催となりました。来場者も多
く、有名講師や地元の行政からの参加もあり、
どの会場も活気にあふれていました。背景に管
理業法の施行で業者のやる気が影響したよう
です。しかし夏期に至り再びコロナ患者が増え
始め、10月以降のイベントに影響されそうな気
配です。

活発な日管協近畿ブロック会

●管理業法施行きっかけ
●入会への流れ本格化

入会促進キャンペーン続く

お知らせ

講演する溝畑氏
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◆◆他他団団体体ととのの強強力力なな連連携携

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心に、

業界最大のネットワークで賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されます。

会会員員数数 11,,990000 社社

◆◆日日本本最最大大のの全全管管協協小小額額短短期期保保険険株株式式会会社社をを活活用用

全管協にご入会いただくことで、（株）全管協ＳＳＩホールディングスの商学短期保険のお取り扱いが可

能となります。少額短期保険としては日本最大の保有件数（140万件超）を誇ります。

おお勧勧めめししややすすいい
シシンンププルルなな商商品品高高いい代代理理店店手手数数料料

素素早早いい事事故故対対応応

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択

専専任任担担当当者者がが
業業務務ササポポーートト

最高50％の手数料

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

事事務務効効率率をを支支援援すするるWEB型型
代代理理店店シシスステテムム

契契約約更更新新業業務務はは申申込込書書不不要要！！
多多様様なな保保険険料料のの払払込込方方法法

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

業業界界最最大大ネネッットトワワーーククをを活活かかしし、、地地域域社社会会へへのの貢貢献献とと会会員員のの発発展展をを支支援援ししまますす

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

全全管管協協れれいいわわ損損害害保保険険株株式式会会社社 設設立立
2021年6月16日設立

全管協グループに損保会社を設立しました。総括契約の取り扱いを開始します！

管管理理会会社社様様がが保保険険契契約約者者かかつつ代代理理店店ととななりり、、保保険険契契約約をを一一括括でで締締結結すするる契契約約方方式式！！

＜総括契約のスキーム＞

全管協れいわ損保
５）毎月の通知・保険料支

払（口座振替）
６）精算（代理店手数料の支払）

１）保険契約
締結

２）暫定保険料の支払

不動産管理会社
（保険契約者・代理店）

１つの契約

３）保険内容の説
明・加入申込書取付

４）保険料相当額の支払

入居者 入居者 入居者 入居者


